
令和7年度「ゼブラ企業創出・育成のためのエコシステム定着

に向けた支援・分析（インパクト評価を用いた連携・支援実

証調査）」に係る実証地域の採択結果について
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中小企業庁商業課
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採択事業者一覧

株式会社湘南ベル
マーレフットサルクラブ

5021001035482

本田屋本店有限会社
8380002033886

株式会社インター
ローカルパートナーズ

9010401143644

一般社団法人
ドチャベンジャーズ

6410005006094 

一般社団法人前橋
まちなかエージェンシー

8070005009196

DX・スマート
シティ

事業創出促
進プラット
フォーム

商店街空き
家活用

大企業資源
還流

スポーツ地域密着型スポーツクラブによる地域課題へのリソース再分配モデル
✓ スポーツクラブに集まるヒト、モノ、カネ、情報を地域に還元

地域の分野別データの掛け合わせによる事業創出支援
✓ スマートシティでデータを活用し、会津若松市内のゼブラ企業の連携促進

地方都市への大企業ハイレベル人材・資本の再分配
✓ 前橋のブランド化により、都市部に集中するハイレベル人材・資本の還流創出

DAOを媒体とした域外まちづくりプレイヤの創造による外貨獲得
✓ DAOによる商店街エリアを中心としたエリアリノベーション

人材・ネットワーク支援機能も備えた、地域資本を軸とした広域ファンド
✓ 瀬戸内地域にて資金面だけでなく総合的にローカルゼブラ企業を支援

公益財団法人東近江
三方よし基金
5160005010445

陸前高田しみん
エネルギー株式会社

9400001014652

一般社団法人
大和森林管理協会

6150005008869

株式会社GHIBLI
6250001014687

株式会社竹屋旅館
3080001008619

自然資本

再生可能
エネルギー

林業

自然資本に係るインパクト・アウトカムファンドの組成
✓ 小規模地域における面的な社会インパクトの可視化による資金調達

再生エネルギーを媒体とした市民基金の創設
✓ 住民や地域企業出資による資金調達とローカル・ゼブラ企業への投資循環

域内ゼブラによる一次産業従事者教育・自立支援
✓ 漁業者教育を通じた高単価化・販路拡大等による収益力向上・自立化

森林資本を起点とした事業創出プラットフォームの組成・強化
✓ 里山を活用した次世代型林業モデルによる事業創出支援

老舗旅館×スポーツを軸にしたコミュニティファンド
✓ スポーツの熱狂を活かし、関連産業を支援
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スポーツ

水産業和歌山県すさみ町

滋賀県
東近江市

神奈川県
西部地域（小田
原市中心）

奈良県王寺町

静岡県静岡市

福島県
会津若松市

群馬県
前橋市

秋田県五城目町

瀬戸内地域
（岡山県、広島県、愛媛

県、山口県等）

岩手県
陸前高田市

⑥

⑦

⑤

⑧

③

①

⑦

④

④

②

№ 仕組み類型地域
幹事法人

法人番号
事業概要 領域



地域事業づくり会社の仕組み・事業領域
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ローカル・
ゼブラ企業

ローカル・
ゼブラ企業

ローカル・
ゼブラ企業

ローカル・
ゼブラ企業

行政機関

地域中堅
中小企業

金融機関

大企業等
連携事業者

地域エコシステムの全体像

本実証のスコープ

地域事業づくり会社

ヒト・カネ・情報・デジタルの
持続的循環を生む手法

＝仕組み

既存の有力プレイヤによって
構築される地域基盤

目指す姿
地域において、多様で広範な地域・
社会課題が、民間主体で解決され
続ける状態を生み出す

R7実証事業の目的
上記の実現に向け、地域事業づくり
会社が特定の事業領域で有効な 
“仕組み”（ヒト・カネ・情報・デジタル
の持続的循環を生む手法）を構築
することで、ローカル・ゼブラ企業による
地域課題解決基盤を強化する。他
地域・他の事業領域に展開性の高
い仕組みを発掘することで、ローカル・
ゼブラ企業の群れを創出する足掛りと
する

【仕組みに期待される効果】
①：事業を生み出すこと
地域・社会課題の解決に取り組むローカル・
ゼブラ企業が創発されること
②：事業を育てること
各ローカル・ゼブラ企業の課題解決力を高
め、最大の事業効果を生み出すこと
③：事業を結び付けること
各ローカルゼブラ企業が生み出すインパクト
を結集させ面的な課題解決に昇華すること

※様々な事業領域が地域内において複雑に重なり合っている



4

地域事業づくり会社が取り組むエコシステム強化の仕組みのパターン
ローカル・ゼブラ企業 その他ステークホルダー地域事業

づくり会社

ファンド・基金

金融機関 大企業

① 基金や財団的な共助のレイヤーのため資金調達の受け皿となる仕組

• 金融機関・大企業等が出資するファンド・基金を組成
• ローカル・ゼブラ企業に対して投資を行い、資金面から
支援

出資

投資

③ スポーツなどの地域の公共に近い事業体モデル

クラブ・チーム等
• スポーツ・健康・教育などに取り組む企業が自社のノウ
ハウを活用し、ローカル・ゼブラ企業を支援

経営支援

④ 地域中核企業によるまちづくり団体モデル

街づくり団体

地域
中核企業

行政等
• 地域中核企業が中心となりまちづくり団体を立ち上げ、
または自社が街づくり団体として企業の支援や企業活
動のインフラを整備

経営支援

立ち上げ

⑥ 地域企画会社モデル

地域企画会社
• 1事業で成功したツールやファイナンス等のノウハウを共
有することで他事業・他地域へ成功の取組を展開

ノウハウ展開

⑤ 地域の遊休不動産を活用した地域活性化・社会的課題解決モデル

土地所有者

住民・移住者・
観光客等

• 地域の遊休不動産をリノベーションし、新たな価値を
生み出して社会課題解決を実施

土地取得

サービス提供

② 特定分野の新たなソリューションの仕組

• ローカル・ゼブラ企業が特定課題に対する新たな
ソリューションを開発

• 他地域等へ連携していくことで広がりを作る
展開

島嶼基金（東シナ海の小さな島ブランド）、
えぞ財団、薩摩会議SELF、
三豊ソーシャルファンドプロジェクト（Enjoy Works）

事
例

三豊「こどもたちの放課後改革」「次世代兼業農家
プロジェクト」「身の丈ストリート・プロジェクト」（DAO）

事
例

湘南ベルマーレフットサルクラブ、ジャパネット長崎事
例

前橋モデル事
例

野沢温泉企画（NEWLOCAL）事
例

LivEQuality大家さん（千年建設）
株式会社喜田建材（くらしの不動産）

事
例

⑦ コミュニティ兼事業創造モデル

• 場づくりやコミュニティ組成を先行して始め、そのコミュニ
ティのなかで自社もマネタイズを行う。コミュニティの会員
費やローカルスタートアップへの経営コンサル等が代表

経営支援 売上

株式会社Wasshoi Lab、株式会社うむさんラボ事
例

大企業 地場中堅

⑧ LZ企業の人材調達の受け皿となる仕組（人材斡旋）

• 大企業や地場の中堅・中小企業等からローカル・ゼブ
ラ企業に対して人材を斡旋

斡旋
一般社団法人前橋まちなかエージェンシー
一般社団法人十勝うらほろ樂舎
株式会社御祓川

事
例

https://www3.nhk.or.jp/lnews/kagoshima/20250416/5050030409.html
https://ezozaidan.com/
https://self-kagoshima.org/tag/%E8%96%A9%E6%91%A9%E4%BC%9A%E8%AD%B0/
https://www.potluck-yaesu.com/magazine/20241111/2706/
https://www.learning-innovation.go.jp/verify/g0209/
https://awaihikari.media/report/entry-173.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000727.000003955.html
https://shikucho-son.jp/archives/5983
https://www.ey.com/ja_jp/insights/government-public-sector/what-is-the-new-regional-revitalization-that-japanet-envisions-with-nagasaki-stadium-city
https://mebuku.city/news/study/post-11583/
https://www.newlocal.co.jp/
https://livequality.co.jp/ooya
https://mitoyo-city.note.jp/n/nca10d91889ad?gs=94ab53554bae
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令和７年度実証事業内容

目指すべき仕組みの検討

実施
内容

✓ ローカル・ゼブラ企業に
よる地域課題解決の
基盤を強化する“”仕
組み“を検討する

✓ 本実証終了後、及び
数年後の目標を設定
する

ステップ1

仕組み化に向けた検証

ステップ3

✓ 仕組みの実装、事業
化に向けたアプローチを
策定する

✓ 目指すべき仕組みのた
めに地域に不足してい
る要素を特定する

✓ 当該仕組みにおいて
地域事業づくり会社が
担う役割を特定する

✓ 地域内での本取組み
の周知とキーマンの巻
き込みを行う

✓ 仕組みの実装に必要
な知見を活用しながら
仕組みを精緻化する

✓ 実証を踏まえた課題、
改善点を洗い出す

✓ 仕組みを地域内で実
装する

✓ 実証結果をカンファレン
ス、成果報告会で発
信する

※ 「仕組み」づくりは相応の時間
が要することが想定されるため、
本実証事業終了時までに必
ずしも仕組みの実装・事業
化までは求めない

✓ 当該仕組みにおいて地域事

業づくり会社が担う役割の
特定

仕組みの設計

取組
例

ステップ2 ステップ4

手法や事業領域により異なる多様な“仕組み（ヒト・カネ・情報・デジタルの持続的循環を生む手法）”を創出

✓ 社会的事業に資金流
入を加速させるための
非財務指標を活用し
た「ファンド」組成

✓ 「ファンド」組成に向け
た、解決したい社会課
題の明確化、インパク
ト目標、指標設計

✓ 投資先、資金調達の
デザイン

✓ 地域内投資候補先へ
のアプローチ

✓ 当該社会課題へ関心
のある投資家等のリ
サーチ及びアプローチ

✓ 「ファンド」の組成とロー
カル・ゼブラ企業への投
資実行

✓ 投資家コミュニティの組
成

事業成果

仕組みの実装・発信
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